





























図1 初心時の運動軌跡 (M.T.) 図2 初心時の運動軌跡 (M.S.) 




































O. 38 O. 92 
O. 64 O. 99 
0.47 0.44 
































































.‘・令h ・て.... ー . ・.-'_ 
Ils 
112 





































初心時の速度範囲 (M.S.) 国10初心時の速度範囲 (M.T.) 国9
主ムサ

















初心時の身体重心と速度の関連 (M.S.) 図14初心時の身体重心と速度の関連 (M.T.) 図13






関15 と (J吋包丁祖) 閤16 と速度の関連 (M号 S白)
を大きく用いとくに重心を立位状態よりも上方ヘ。すなわちジャンプによる上下変動が大きい。
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